
公共施設のコスト計算書

施設の概要

【施設】 敷地面積 ㎡

建物 管理研究棟 ㎡ その他 349 ㎡

講義棟 ㎡

実習棟 ㎡

厚生棟 ㎡

教育研究棟 ㎡  

入学料（県内） 体育館 ㎡

【職員の状況】

職員 65人、会計年度任用職員5人　　計70人

（職員内訳　教員 52人、事務 13人）

●県債残高（R6.3.31現在）

【行政コスト】 令和 5 年度 (千円） 千円

（在学生数）

(定員に対する学生の割合）

●コスト指標

【収入項目】 (学生1人当たりにかかるコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況
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小計 403,557

維持補修費

1,838,385

●利用の状況

397人

614,214

1,917公債費（利子のみ）
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前年度構成比当該年度

利用料金

197,400円

24,105千円

施設の種類

50,751

2,654

香川県立保健医療大学 施設設置根拠 香川県立保健医療大学条例

設置目的 保健医療に関する高度の専門的な知識及び技術を教授研究し、県民の保健医療の向上と福祉の増進に寄与する。

9,945,000千円

施設運営方法

施設名 香川県立保健医療大学

所在地 高松市牟礼町原281-1 供用開始年度 平成11年度

大　　学

535,800円

17,000円

366,600円

　平成11年に医療短期大学として開学して以降、4年制大学への移行、大学院の設置など、教育研究機能の強化・充実に取
り組むとともに、地域連携推進センターを設置し、地域貢献を推進している。オープンキャンパスのほか、高等学校での進路
説明会への出席、大学見学の受入れ、入試説明会の開催などPRに取り組むほか、IT環境の強化など教育環境の充実に努
めている。一方、外部資金の獲得に加え、冷暖房時のこまめな温度管理などによる光熱水費の縮減や会議資料のペーパレ
ス、冊子等のデジタル化などコスト縮減に努めている。
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　直接運営

整備事業費 10,669,652千円

授　　業　　料

700,547千円

4,719

5,005

行政コスト計算書

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000

令和3年度

令和4年度

令和5年度

使用料等 546,264円 県負担額 1,975,710円 その他収入 36,358円

行政コスト 2,558,332円

使用料等 546,852円 県負担額 1,989,279円 その他収入25,899円

行政コスト 2,562,030円

学生１人当たりのコスト負担の状況

使用料等 534,193円 県負担額 1,972,747円 その他収入 29,286円

行政コスト 2,536,226円


